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★☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★☆
皆さん、こんにちは。Makiです。サンパウロは、さむーーーい日も徐々に少なくなり、暑い日が続いております。さて、去る9月7、8日、サンパウロ日本文化センターの大ホールで日本語セミナーを行ないました。テーマは｢バイリンガリズムとバイリンガル教育｣で、講師はサンパウロ大学の客員教授としていらしています上智大学の坂本光代准教授でした。連休ということにも関わらず、約50名の方が熱心に参加し、バイリンガルについていろいろと質問していました。今日は、そのことについて少しお話したいと思います。
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皆さんはブラジルの多くの日本語学習者が日系子弟だということはもうご存知でしょう。子どもたちにバイリンガルに育ってほしいと望む親や教師は少なくないと思います。私もその一人です。しかし、どのようにすれば、人はバイリンガルになるのでしょうか。今回、坂本先生の講義を聞いて、いろいろと勉強になった点について書いてみたいと思います。

バイリンガリズムでは、バイリンガルを様々な方法で分類していますが、今回、私の目を引いたのが発達過程による分類です。私たちが母語の他にもう1つの言語を習得するには、母語と同時に習得するか、第一言語を習得した後、第二言語を習得するか、2つの方法があります。例えば、ある家庭で母親は日本語、父親はポルトガル語で子どもに話しかけるとすれば、その子どもは同時に2言語を習得することになります。このようにして育ったバイリンガルを｢同時発達バイリンガル｣と言います。また、家庭ではポルトガル語だけで話し、中学生などになってから英語などを習得した人は｢継起発達バイリンガル｣と言われています。現在、ブラジルの日本語学習者の中にもこの2つのタイプのバイリンガルが存在していると思います。

でも、ある人がふたつの言語ができると言っても、それは日常会話のレベルか、論文などを書くレベルかで違いが出てきます。そのことに目を向けたのがジム･カミンズという応用言語学者です。カミンズによると、バイリンガルの言語能力は2種類に分けることができるそうです。例えば、ブラジルから日本へ行った子どもたちの中で日常生活に必要な日本語はわりあい短い期間で習得しましたが、学校の授業にはついていけない子どもがいるそうです。その子どもたちはBICS(Basic Interpersonal Communicative Skills)はよくできますが、CALP(Cognitive Academic Language Proficiency)はまだ上手に使いこなせないということになります。BICSとは、日常会話などで人と話すために必要とされる言語能力で、CALPとは、抽象的な思考が要求される認知行動と深く関連しており、認識力や類推力を伸ばすために必要とされる言語能力のことです。

皆さんの周りにもそのような人がいませんか。私は子どもの頃に、日本のマンガ、ドラマ、カラオケなどを通して日本語を習得したせいか、他人には日本語がよくできると思われていたようです。しかし、いざ書くとなると、思っているほどうまく書けなかったので、みんなの期待を裏切っていたようです。私の場合、CALPが以前よりよくなったのは、翻訳の仕事や日本での研修のおかげではないかと思います。

また、カミンズによれば、BICSを習得するには2年ぐらいかかり、CALPは5年から7年かかるそうです。こういった能力を習得するには時間がかかるということですね。

もう1つ坂本先生の講義でおもしろかったのは｢臨界期説｣の話でした。その説によると、第二言語を習得しやすい時期があるそうです。4、5才が１つの臨界期で、その時期に他の言語を紹介すると、子どもは耳から習得するため、発音がよくなると言われています。確かに、私が幼稚園で教えていた頃、ちょうど4、5才のクラスを担当していましたが、毎日、日本語だけで授業をしていました。子どもたちは、何の疑問もなく授業に参加し、またクラス全員がいつも日本語の本を上手に音読していました。ところが、その年齢が過ぎた7、8才になると、日本語だけで授業をしようとしても、教師が話す日本語がわからなくて、授業に参加するのがいやになる子もいたようです。

もう1つの臨界期は、15、6才ので、その時期に第二言語を学習すると、文法構造を理解しやすい時期とされているそうです。先生の話によると、この時期に例えば、子どもをアメリカなどに留学させると、英語の理解力が増すそうです。しかし、発音などについてはなまりが取れない可能性があるとも話していました。

最後にこの講義で再認識したことは、子どもを日本語とポルトガル語のバイリンガルに育てるには、日本語学校だけで日本語を教えてもそれには限界があるということです。子どもが二つの言語が話せるようになるためには、ある一定の時間、母国語ではない他の言語を話す理由がなければ、習得するのは難しいと思います。しかし、私たち、日本語教師としてできるのは、生徒たちにいろいろな日本語、日本文化を体験させ、興味を持ってもらうことではないかと思います。その興味が動機付けになり、自ら日本語を勉強する意欲が出てくれば、将来バイリンガルになる可能性は大きくなるのではないでしょうか。
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バイリンガリズムは多くの親が興味を持っているテーマです。現在グローバル化した世界では、せめて2言語が話せることが要求され、バイリンガルを目指す人は少なくありません。そういった現状に合わせて日本語教師もバイリンガリズムについて少し知っておいたほうがいいかもしれません。
バイリンガリズムについてもう少し詳しく知りたい方には、下記の本をお勧めします。

BAKER, Colin, 2006, Foundation of Bilingual Education and Bilingualism, 4th ed., New York, Multilingual Maters
CUMMINS, Jim, 1984, Bilingualism and Special Education: Issues in Assessment and Pedagogy, Clevedon, UK, Multilingual Matters

中島和子(2002)『バイリンガル教育の方法』アルク
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日本語文・ポルトガル語文　遠藤クリスチーナ麻樹

皆さんのご意見、お便りをお待ちしています。
prof@fjsp.org.br　電話11-3288-4971
日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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